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研究成果の概要（和文）：ノロウイルス(NoV)はGIからGVIの6つのgenogroupに分類される。今回、我々は、新規のネコ
NoV(FNoV)であるM49-1株を同定した。このFNoV M49-1 strainはGIV.2 FNoVとgenogroup GVI.1 CNoVの間でrecombinati
onによって生じたウイルスである可能性も示唆された。また、FNoV M49-1 strainを接種したSPF catsでは、gastroent
eritis-likeの臨床症状を呈するとともに、糞便および血液中にウイルス遺伝子が検出された。今回の結果は、人およ
び動物のNoVを研究する上で、有用なデータになると考えられる。

研究成果の概要（英文）：Norovirus (NoV) has been classified into 6 genogroups, GI-GVI. In the present 
study, we newly identified novel feline NoV (FNoV) M49-1 strain. Based on the results of the Simplot 
analysis, the FCoV M49-1 strain may have been produced by recombination between GIV.2 FNoV and GVI.1 
CNoV. In addition, specific pathogen-free cats inoculated with the FNoV M49-1 strain developed 
gastroenteritis-like clinical symptoms, and the viral gene was detected in their feces and blood. Our 
results may be useful for studies on human and animal NoV.

研究分野： 獣医感染症学、獣医ウイルス学
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１． 研究開始当初の背景 
 
人の感染性胃腸炎は毎年冬期に全国各

地で流行が認められている。その中でも、

ノロウイルス（ヒトノロウイルス）による

感染性胃腸炎は年齢を問わず爆発的な流

行が報告されている。現在、米国を中心に、

ヒトノロウイルスに対する予防薬および

治療薬の開発が実施されているが、実用化

するに至っていないのが現状である。ヒト

ノロウイルスに対する予防薬および治療

薬を効率良く開発するためには、ヒトノロ

ウイルスによる感染性胃腸炎を再現でき

る動物モデルシステムを構築する必要が

ある。 

現在、ヒトノロウイルス感染症の動物モ

デルとして主にマウスおよびブタが使用

されている。しかし、マウスノロウイルス

およびブタノロウイルスは、宿主に感染し

ても病原性をほとんど示すことが無いた

め、ヒトノロウイルスによる感染性胃腸炎

を再現できる動物モデルシステムとは言

い難い。 

2012 年、米国において胃腸炎を発症し

たネコの糞便からノロウイルスの遺伝子

が高率に検出された (Pinto et al, 2012 

PLoS ONE e32739)。即ち、ネコに感染性胃

腸炎を発症させるノロウイルスの存在が

示唆された。この報告を踏まえ、我々は消

化器症状を伴うネコの直腸スワブを日本

各地の動物病院で採取して、ネコノロウイ

ルス遺伝子の検出を試みた。その結果、1

頭のネコの直腸スワブからネコノロウイ

ルス遺伝子を検出することに成功した 

(図 1)。次に、ネコノロウイルス 

図 1: ネコの直腸スワブを用いた猫ノロウイルス遺伝子

の検出および同定。 

遺伝子が検出された直腸スワブ乳剤を SPF

ネコに経口投与したところ、40℃前後の発

熱と糞便中へのウイルスの排出が繰り返

し確認された (図 2)。このように、 

図 2: ネコノロウイルス遺伝子陽性直腸スワブ乳剤投与

後のネコにおける体温推移およびウイルス遺伝子の検

出。*: 糞便からネコノロウイルス遺伝子が検出された

日。灰色の網掛けはネコの平均体温域を示す。 

ネコにノロウイルスを接種して臨床症状

を観察した報告は国内・国外いずれにおい

ても存在しない。 
 
２． 研究の目的 

 
(1) ネコノロウイルスの病原性 現在、我々

は、ネコノロウイルス遺伝子陽性の直腸

スワブおよび糞便を保管している状態

にある。本研究では、これらの乳剤を使

用して SPF ネコ(3-4 ヶ月齢)を用いた感

染実験を、規模を拡大して再度実施する。

具体的には、糞便からのウイルス遺伝子

の検出、臨床的所見の観察および安楽死

後の病理学的所見の観察を行う。 

(2) ネコノロウイルスの遺伝子学的性状 

ネコノロウイルスの全ゲノム解析は報

告されているが、わずか1例のみである。

本研究では、我々が猫の直腸スワブもし

くは糞便から検出したネコノロウイル

ス遺伝子の全ゲノム解析を実施する。 

(3) 日本国内におけるネコノロウイルスの

分布 国内・国外においてネコノロウイ

ルスに関する疫学調査は行われていな

い。既に、我々は全国の動物病院および

猫飼育施設から多数の直腸スワブを得

ている。これらをサンプルとして、ネコ

ノロウイルス遺伝子の検出を行い、全国

各地におけるネコノロウイルスの存在

状況および系統樹解析を実施する。 

 
 



３．研究の方法 
SPF ネコにネコノロウイルス遺伝子陽性

の糞便乳剤を投与してネコにおける感染

性胃腸炎の臨床所見を確認した。また、日

本国内におけるネコノロウイルスの疫学

調査を実施するとともに、ネコノロウイル

スの遺伝子解析を行った。 

(1) SPF ネコを用いたネコノロウイルスの病

原性の確認 SPFネコ4頭 (3-4ヶ月齢)

にネコノロウイルス遺伝子陽性の糞便

乳剤(20% w/v)を 1ml 経口投与した。投

与後、体温・体重の測定、臨床症状の確

認および糞便の回収を行った。回収した

糞便については、ネコノロウイルス遺伝

子の有無をRT-PCR法によって解析した。 

(2) ネコノロウイルスの遺伝子解析 以前、

我々はネコノロウイルスを SPF ネコ(2

ヶ月齢)に実験的に感染させた。その際

に回収した糞便からネコノロウイルス

RNA を抽出して、RT-PCR を行った。この

ネコノロウイルス(M49-1 株)のゲノムに

ついて、ORF1 の 3’末端側約 4,000bp お

よび ORF2 の全領域をシーケンスによっ

て解析した。シーケンスによって得られ

た塩基配列を基に推定アミノ酸配列を

決定し、これを基に系統樹解析を実施し

た。また、M49-1 株の遺伝子的特徴を

Simplot 法により解析した。 

(3) ネコノロウイルスの疫学調査 全国か

ら収集した消化器症状を伴うネコの直

腸スワブまたは糞便からネコノロウイ

ルス遺伝子を抽出して、シーケンス解析

を行った。 

 

４．研究成果 

(1) ネコノロウイルスの病原性 SPF ネコ

(3-4 ヶ月齢)にネコノロウイルス遺伝子

陽性の糞便乳剤を経口投与したところ、

全てのネコにおいて下痢が認められる

とともに、回収した糞便から持続的にネ

コノロウイルス遺伝子が検出された。ま

た、4頭中 1頭において嘔吐が認められ、

嘔吐物からはネコノロウイルス遺伝子

が検出された。以上を踏まえると、ネコ

ノロウイルスは猫に対して病原性を示

すことが確認された。即ち、本実験系は

ノロウイルスの動物モデルとして適当

であることが示唆された。 

(2) ネコノロウイルスの遺伝子学的性状  

我々は、ネコノロウイルス M49-1 株の遺

伝子群を特定するため、本ウイルスの遺

伝子配列をシーケンス解析した。まず、

ORF1遺伝子の3’末端側の塩基配列を同

定するとともにこの配列情報から得ら

れた推定アミノ酸配列から系統樹解析

を行った。その結果、M49-1 株は米国で

発見されたネコノロウイルスやライオ

ンノロウイルスと同じクラスターに分

類された。次に、ORF2 遺伝子すなわち

VP1 遺伝子の全領域についても塩基配列

および推定アミノ酸配列を決定すると

ともに系統樹解析を実施したところ、

M49-1 株は遺伝子型 GVI イヌノロウイル

スと同じクラスターに分類された。以上

の結果を踏まえると、M49-1 株は ORF1

が GIV ネコノロウイルス、ORF2 が GVI

イヌノロウイルスというキメラウイル

スである可能性が示唆された。 

(3) 日本国内におけるネコノロウイルスの

分布 国内・国外においてネコノロウイ

ルスに関する疫学調査はほとんど行わ

れていない。我々は全国の動物病院およ

び猫飼育施設から送付された直腸スワ

ブからネコノロウイルス遺伝子の検出

を行い、全国各地におけるネコノロウイ

ルスの存在状況を確認した。その結果、

東京、神奈川および三重のネコから得ら

れた直腸スワブからネコノロウイルス

遺伝子(ORF1)が検出された。7 つの陽性

サンプルのうち3つのサンプルについて

は、これまでのネコノロウイルスとは異

なるクラスターに分類された。 
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